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ボランティア募集情報はホームページに掲載しています。
ボランティアに関するご相談は上記窓口へお問合せください。

「地区情報紙」は、環境に配慮したインクを使用しています。

【場所】新宿区高田馬場1－17-20
【開所時間】月～土曜日

8時30分～17時
【TEL】03－5273－9191
【FAX】03－5273－3082

※ボランティア相談日：火曜日

高田馬場事務所 若松町ボランティアコーナー

【場所】新宿区若松町12-6

若松町特別出張所内
【開所時間】月～金曜日

10時～17時

（12時～13時を除く）

【TEL/FAX】03－6380－2204

次回は、大久保地区と落合
第一地区です。

地区支援担当者より

2021年 7月

新型コロナウィルス感染症の影響により、施設でのボランティア活動の多くは、休止の状態が

続いています。そのような中で「今できること」に取り組んでいる活動者さんを紹介します。

今年度の若松町地区
担当は、川野、白戸、
蛸島です。
どうぞよろしく
お願いいたします。

若松町ボランティアコーナー
へお立ち寄りください‼

ボランティアコーナーは、
地域の身近な相談窓口です。
車椅子の貸出や、ボラン
ティア保険の受付も行って
います。ぜひ、お気軽にお
立ち寄りください。

高橋さんは南京玉簾や傘回し等を披露する活動者です。施設での活動は
昨年の1月以降、休止していますが、自主トレーニングは継続しています。
「芸は体で覚えているものなので、練習は欠かせません」と話す高橋さん。
『ア、さて、ア、さて…』で始まるお馴染みの口上も「やらないと忘れて
しまうし、声も出なくなります」とのこと。傘回しは芸の中でも特に難し
く、安定して回すには、かなりの訓練が必要だそう。
「利用者さんの笑った顔を見ると、それだけでよかったと心から思える

から活動を続けてこられた」と話す高橋さん。再開時にたくさんの笑顔が
見られるよう、万全の準備を整えています。

絵手紙を教える活動がコロナで休止と
なった毛利さんは、何かできることをし
たいと、活動していた高齢者施設と、若
松町ボランティアコーナーに絵手紙を届
けています。
「絵手紙は絵がメインで、文字は添え

る感じ。でも、おたよりボランティアは、
気持ちが伝わるよう文字を多めに入れ工
夫しています」と、社協の「おたよりボ
ランティア」への思いを教えてくれまし
た。
ボランティア活動は学べること、経験

できることがたくさんあると話す毛利さ
ん。活動再開の日を、心待ちにしていま
す。

ボランティア活動が再開になる日のために

おたよりボランティア※ ※ご自宅で手紙やイラスト等を書く活動


